
産地生産基盤パワーアップ事業（強い農業づくり整備事業）（継続） 

 

１ 趣    旨  

収益力強化に計画的に取り組む産地に対し、農業者等が行う高性能な機械・施設の導入や栽培体系の転換等に対して総合的に支援す

る。また、産地の生産基盤の強化・継承、堆肥の活用による全国的な土づくり等を支援する。 

 

２ 事 業 内 容 

（１） 生産支援事業 

コスト削減に向けた高性能な農業機械のリース導入・取得、雨よけハウス等の高付加価値化に必要な生産資材の導入、果樹の競

争力のある品種について同一品種での改植等を支援する。 

（２） 整備事業 

乾燥調製施設、集出荷貯蔵施設、農産物処理加工施設、生産技術高度化施設（低コスト耐候性ハウス等）等の整備を支援する。 

（３） 効果増進事業 

    事業計画の策定及び農業機械の導入実証に要する経費を支援する。 

 

３ 事業実施主体   市町村、農業者、農業団体、民間事業者等 

 

４ 予 算 額   ６９１，９９９千円 

 

５ 補 助 率   １／２以内等 

 

６ 事業実施期間   平成２８年度～令和３年度 

 

【担当課：生産流通総室園芸課 ０２４－５２１－７３５５】  
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産地生産基盤パワーアップ事業
＜対策のポイント＞
収益⼒強化に計画的に取り組む産地に対し、農業者等が⾏う⾼性能な機械・施設の導⼊や栽培体系の転換等に対して総合的に支援します。また、輸出

関連等の事業者と農業者が協働で⾏う取組の促進等により海外や加工・業務用等の新市場を安定的に獲得していくための拠点整備、全国産地の生産基盤
の強化・継承、堆肥の活用による全国的な土づくり等を支援します。

＜事業目標＞
○ ⻘果物、花き、茶の輸出額の増加（農林⽔産物・⾷品の輸出額２兆円［2025年まで］ 、５兆円［2030年まで］）
○ 品質向上や⾼付加価値化等による販売額の増加（10%以上［事業実施年度の翌々年度まで］ ）
○ 産地における生産資源（ハウス・園地等）の維持・継承 等

＜ 事 業 の 内 容 ＞ ＜ 事 業 イ メ ー ジ ＞
１．新市場獲得対策
① 新市場対応に向けた拠点事業者の育成及び連携産地の体制強化

新市場のロット・品質に対応できる拠点事業者の育成に向けた貯蔵・加⼯・物流拠点施設
等の整備、拠点事業者と連携する産地が⾏う生産・出荷体制の整備等を支援します。

② 新市場対応を支える物流体制の⾰新
生産コスト低減に向けた肥料物流の合理化を図るため、統⼀規格の追跡型パレットの導⼊

や管理システムの開発の実証等を支援します。

２．収益性向上対策
収益⼒強化に計画的に取り組む産地に対し、計画の実現に必要な農業機械の導⼊、集

出荷施設の整備等を総合的に支援します。

３．生産基盤強化対策
① 生産基盤の強化・継承

農業⽤ハウスや果樹園・茶園等の生産基盤を次世代に円滑に引き継ぐための再整備・改
修、継承ニーズのマッチング等を支援します。

② 全国的な土づくりの展開
全国的な土づくりの展開を図るため、牛ふん堆肥等を実証的に活⽤する取組を支援します。

＜事業の流れ＞

国 ⺠間団体等
定額、1/2以内等

（１の事業）

国 都道府県 農業者等

定額、
1/2以内等定額 基⾦管理団体

（２、３の事業）

輸出等の新市場の獲得

ニーズに合ったロット・品
質で安定的に供給

新たな生産・供給体制
農業者と協業する輸出事業者等による貯蔵・加⼯
等の拠点整備、産地の生産・出荷体制の整備

生産基盤の強化

・牛ふん堆肥等を活⽤した土づくり・継承ハウス、園地の再整備・改修

収益⼒強化への計画的な
取組

施設整備

産地の収益性の向上

生産資材の
導⼊

農業機械のリー
ス導⼊・取得

農業の国際競争⼒の強化

拠点事業者の貯蔵・加⼯施設 安定生産技術・品質保持

定額、
1/2以内等

1/2以内等
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